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小学校４年理科「物の温まり方」 
「粒子」についての基本的な概念等を柱とした内容のうちの

「粒子のもつエネルギー」に関わるもの。 

 ここでは，児童が，体積や状態の変化，熱の伝わり方に着目

して，それらと温度の変化とを関係付けて，金属，水及び空気

の性質を調べる活動を通して，それらについての理解を図り，

観察，実験などに関する技能を身に付けるとともに，主に既習

の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発想する力

や主体的に問題解決しようとする態度を育成することがねら

いである。 

 金属，水及び空気の性質について，体積や状態の変化，熱の伝わり方に着目して，それらと温度の変化

とを関係付けて調べる活動を通して， 次の事項を身に付けることができるよう指導する。  
ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 
(ｱ) 金属，水及び空気は，温めたり冷やしたりすると，それらの体積が変わるが，その程度には違いが

あること。  
(ｲ) 金属は熱せられた部分から順に温まるが，水や空気は熱せられた部分が移動して全体が温まること。  
(ｳ) 水は，温度によって水蒸気や氷に変わること。また，水が氷になると体積が増えること。  
イ 金属，水及び空気の性質について追究する中で，既習の内容や生活 経験を基に，金属，水及び空

気の温度を変化させたときの体積や状態の変化，熱の伝わり方について，根拠のある予想や仮説を

発想し，表現すること。 

小学校６年理科「水溶液の性質とはたらき」 
「粒子」についての基本的な概念等を柱とした内容の

うちの「粒子の結合」，「粒子の保存性」に 関わるもの。 
児童が，水に溶けている物に着目して，それらによる

水溶液の性質や働きの違いを多面的に調べる活動を通し

て，水溶液の性質や働きについての理 解を図り，観察，

実験などに関する技能を身に付けるとともに，主により

妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようと

する態度を育成することがねらいである。 

 水溶液について，溶けている物に着目して，それらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に 
調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

(ｱ) 水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性のものがあること。 
(ｲ) 水溶液には，気体が溶けているものがあること。 
(ｳ) 水溶液には，金属を変化させるものがあること。 

イ 水溶液の性質や働きについて追究する中で，溶けているものによる性質や働きの違いについて， 
より妥当な考えをつくりだし，表現すること。 

参考文献：東京書籍 小学校６年・小学校４年 新しい理科。文部科学省 平成 29年 3 月告示「学習指導要領」など。 
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